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原子炉よりの定常中性子線源を用いた,中性弾性散乱,全散乱の測定結果の比較から,非晶

質 Seの原子熱振動の平均二乗振幅<u2>の絶対値を, 315Kから10Kの温度範囲や求めた.

非弾性散乱の混入に対する補正は,異なったエネルギー分解能で測定を行った弾性散乱の測定

結果を比較して行ったo平均二乗振幅<払2>の温度変化は,Debye温度 TD=112Kから,ガ

ラス転移温度 ㌔ =318K直下まで,温度に比例 していて,調和振動の近似で説明することが

でき,とくに異常は認められなか-た｡室温での非晶質 Seの平均二乗振幅(喜<u5,-0･0165

A2)は,結晶の trigonal･Seの場合 (書く弘2>- o･0133A2)に比べて,大きな値を示している｡

また,弾性散乱と全散乱の比較から,Q>5A-1, 1meVSla't≦5nieVの非弾性散乱に干渉

性の影響が大きく現れていて,温度変化することを兄い出した｡

さらに,加速器利用のパルス中性子源を用いた中性子飛行時間法による,非弾性散乱の測定

を行い,非晶質 Seの低エネルギー部分の振動状態密度 9(ha))を求めた｡弾性散乱のエネル

ギー幅は,エネルギー分解能 0.1meV以下で拡が りは認められなかった.振動状態密度9(克

a')は,低エネルギー部分 (a'≧0.25meV)で,第-近似として,9(ha')∝a'2と表すことが

可能なことが示された｡

以上の結果にもとづき,弾性散乱と全散乱を用いた,Debye-Waller係数の測定法と,非

晶質 Seの熱振動について議論する｡
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V02は, 340Kで結晶変態を伴なう金属 ･絶縁体転移を起こすことが古くから知られ,実験
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